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̶編　集　後　記̶
　このたびの東北地方太平洋沖地震で被災された方々には心よりお見舞い申し上げます。
　余震は毎日のように続き、原発のトラブルや物資の不足、まだまだ予断を許さない状況が続いておりま
す。
　3月11日、最初の地震が起きたとき、私は職場である病院内で患者さんの撮影にあたっておりました。
今まで経験したことのない強い揺れに、院内は一時騒然としました。避難経路の確保、患者の誘導などを
終えたあと、テレビを通じて目に飛び込んできたのはあまりに現実離れした映像でした。
　埼玉県は津波など大きな被害こそなかったものの、停電、ガソリンをはじめ多くの物資の供給が絶たれ
るなどして、職場や私生活に少なからず影響がありました。
　これを執筆している現在、あれから一ヶ月以上が経過し、不足していた物資もある程度回復してきてお
り、震災前に近い生活を送れるようになってきました。しかし、被害の大きかった東北地方では以前ライ
フラインの復旧が十分ではなく、また地震、津波により家や家族を失った方々が避難所での生活を余儀な
くされている状況であるということは変わりありません。そういった方たちのために自分ができることを
今やらなければなりません。被災地の受け入れ態勢が十分に整っていない今、私たちが生活の中ですぐに
できることは節電です。待機電力のカットやこまめに照明を消すなどといった、個人でできる小さな節電
も、皆が行い、継続することで被災地への大きな支援となります。私自身節電を行いながら、市町村で行
われている義援金制度などに協力するなどして、少しでも被災者の方々の役に立てればと思っておりま
す。
 （カーズ）
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